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［目的］足立らのHPLCによる血清ビリルビン分画
測定法に内部標準法を用いることにより，測定値
の再現性を高め，黄疸の病態把握及び予後推定を
行う．
［方法］足立らのMicronex－RP－30カラムを用いた
逆相H肌Cによる血清ビリルビン分画測定法に，内
部標準としてリボフラビンを使用し，肝胆道疾患
における血清ビリルビン分画を経時的に測定した．
再現性について，黄疸血清を用いてwithin－dayお
よびinter－dayの変動係数（CV値）を検討した．ま
た，急性肝炎軽快例，肝癌合併肝硬変死亡例に関
してビリルビン分画測定を経時的に行い，Bδ／
（BMG＋BDG＋Bδ），　BMG／Bδの2っの指標について経過
を検討した．
［結果］測定値の再現性について，within－dayの
CV値は各分画とも1．91％以下，　inter－dayのCV値は
各分画とも3．08％以下であり，従来の方法よりも
良好な結果を得た．
　ビリルビン分画の推移について，急性肝炎軽快
例では黄疽増悪期においても，Bδ／（BMG＋BDG＋Bδ）
は増加し，逆にBMG／Bδは徐々に低下した．また軽
快期には，前者は100％となった．一方，肝癌合併
肝硬変死亡例では反対に，黄疸増悪に伴い前者は
低下し，後者は増加し続け肝不全にて死亡した．
［結語］足立らのHPLCによる血清ビリルビン分画
測定法に内部標準法を用いることにより，従来に
比し再現性の高い測定結果が得られた．血清ビリ
ルビン分画の経時的測定は，黄疸の病態把握およ
び予後推定に有用である可能性が示唆された．
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　東条英明、小関英邦、内田安信、
　鯖蝕や歯周疾患だけでなく，加齢によっても歯が
喪失することは避けられない現象である．しかも，
抜歯後の歯槽骨にはもはや機能圧が加わらないため
に，抜歯窩は頬・舌的に吸収されて狭くなり高さも
減少する．この場合，通常は少数歯欠損には架工義
歯（いわゆるブリッジ）が，多数歯欠損には有床義
歯が利用される．しかし，ブリッジの維持を求める
ためには，両隣接歯が健常でも削合が必要である．
一方，有床義歯は安定性に欠け，異物感が強いとい
う問題がある．まft，悪性腫瘍とともに顎骨が合併
切除された場合等には，現在のところいかなる顎再
建を行っても，そこに装着される義歯（義顎）は不
安定でとうてい二二には耐えられない．
　歯喪失後の顎骨の萎縮を防止し．義歯等の此面の
補綴物にかわる物として，人工歯根を顎骨内に植立
させるデンタルインプラント法が注目されている．
その材質はチ9ンもしくはその表面にHydroxyapati
teをコーティングしたものが現在のところ最も良い
と考えられている．両者は骨内で安定性が良く，そ
れぞれ軟組織の介在なしに直接，骨結合（osseoint
eguration）もしくは骨癒合（osseoanchylosis）する
性質がある．当科では一・昨年からチタン製のosseoi
ntegrated　implantによる診療を開始した．このイ
ンプラントシステムはチタン表面の酸化膜と骨とが
結合して極めて強固な維持力を発揮するため，無歯
顎の患者や顎再建の患者の咬合や咀囎機能の回復
（良く噛み，良く食べられる）に威力を発揮する．
ただし，これを行うには術者側に骨，特に顎骨に対
する生理学的な知識と咬合理論．患者自身の日常の
メインテナンスが必須である．現在まで当科で行っ
た本システムの代表例を供監したが，近い将来には
顔面の欠損に対する補綴（エピテーゼ）にも広く応
用されるものとして期待されている．
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